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今週のプログラム 

（2023年 11月 9日 第 1168回例会） 

 

『留学生との交歓会』 

 

担当：木下 健治 国際交流委員長 

 

 

次週のプログラム 

（2023年 11月 16日 第 1169回例会） 

 

卓話：米山奨学事業について 

 

担当：地区米山奨学委員長 

  魚谷 健司様 

第１１６７回例会 （２０２３年 １１月２日）の記録 

 
                 ＜会長の時間＞           藤田 芳浩会長 

関西は、プロ野球で今大変盛り上がっております、日本シリーズに今日も釘付けという方が多く 

おられると思います。本当に楽しみです。 

さて、本日はプログラム通り「国際奉仕委員会・ロータリー財団委員会・米山奨学委員会のフォーラム」

です。各委員長宜しくお願い致します。 

米山奨学生のグエン キム フンさんにもお話をして頂きます様 お願いをしております。 

国際奉仕と申しますと私共次週「関西大学 国際部 留学生との交歓会」を予定しています。そこで 

調べてみました。2008年からの資料「参加者リスト」についてメールを検索しますと確認出来ました。

2008 年は、下川会員がご担当されていました。従って 15年前から関西大学の留学生をお招きしている

ことになります。以降確認出来ない年度や 20年は中止、21年・22年は ZOOMで開催でしたが、10回の

「留学生との交歓会」参加者リストが確認できています。合計 75 名の留学生の方々との交流ができま

した。今後様々な条件をクリアする必要がありますが、出来れば参加して頂いた皆様と連絡を取って同

窓会のような形が出来ればと思います。関西大学国際部にも連絡を取ってご検討をお願いしたいと思い

ます。つまり、千里メイプルロータリークラブで出会った多くの方々ともう一度繋がってみることによ

って、互いに刺激しあい新たな発信が出来るのではと想像しています。さらに 16日には、「地区米山委

員会」からの卓話もありますので、是非とも米山奨学生の皆様とも検討したいと考えています。「留学

生ばかりでなく日本の学生にも援助すべきでは」とのお考えも有るでしょうが、私は、世界は繋がって

いる、日本に来られた若い方々を大事に親切に対応することが、世界で頑張ろうとする日本の若い方々

がきっとその国の方々にもお世話になっているだろうと想像します！これからも出来るだけのことを

してロータリーに関心と親近感をもってロータリー活動に参加して頂きたい。その結果、ロータリアン

になってほしいなあと思います。最後にご報告があります、本日、高尾 修会長エレクトと共に 

第 2660地区「大阪・関西万博関連事業説明会」に参加して参りました。この内容は、後日ご報告いたし

ます。本日も宜しくお願い致します。 

 

 



  
＜お客様＞ 2023 学年度 米山奨学生 グエン キム フンさん 

＜出席報告＞      高尾 修 SAA 補助 

会員数（内出席免除会員 1 名）   19 名 

本日の出席者数           9 名 

（内出席免除会員 1 名  名誉会員 0 名） 

 

本日の出席率          47.37％ 

＜ロータリーソング＞      全会員 

♪国歌 君が代♪ 

♪奉仕の理想♪ 

＜本日の演奏曲目＞    近藤 美里さん 

１． My Foolish Heart 

２． 遠くへ行きたい 

３． TAKUMI/匠 

＜幹事報告＞                               水島 洋 幹事 

１．先週のガバナー公式訪問に対しましてのお礼状が、延原ガバナーより届きました。 

 

２．地区大会 12 月 8 日分科会１の講演者変更のお知らせがありました。 

 

３．本日地区大会名札を配布致しますので、当日出席されます時には、必ずご持参ください。 

 

４．大阪ユニバーサルシティ RC より、ウクライナ人道支援チャリティゴルフコンペの 

ご案内が届きましたので、回覧致します。 

 

５．IM 第 4 組から IM ロータリーデーのご案内がありました。 

 

６．ロータリー財団 恒久基金の申込書を各レターケースに配布致しましたので、 

寄付をされる方は申込書にご記入の上、事務局にご提出下さい。（12 月最終例会締切り） 

＜11 月 2 日開催 理事会報告＞                     水島 洋 幹事 

１．ハワイ・マウイ島山火事及びモロッコ地震各災害支援について ←海外送金 

先日の延原 健二ガバナーとの懇談内容のご報告。海外送金については地区での取りまとめが

無く積極的な要望にはならないとの判断です。従って今回の海外送金は見送ります。 

２．今年度支援金について 

積立残額の報告により、下記の支援を決定しました。 

① 「子ども食堂への支援金」10 万円 ②「ラオスの保健衛生活動への支援」20 万円 

３．その他 

先日、関西大学 山本 英一様より「国際部に所属するウクライナの留学生に楽しい時間を 

与えたい」とのご希望があり、クリスマス例会にご招待する意向を連絡します。 

クリスマス例会でお土産及び景品を用意する。景品は参加者のプレゼント交換を予定します。 

お土産などの購入を準備する。 



 
＜SAA 報告＞                            高尾 修 SAA 補助 

※ロータリー財団 

高尾会員        国際奉仕フォーラム よろしくお願い致します。 

相原会員        コメントなし 

 

※米山記念奨学会 

水島会員        日本シリーズ 行方はいかに？ 

藤田会員        グエンさん 本日、宜しくお願いします。 

相原会員        コメントなし 

 

※メイプル基金 

藤田会員        本日、高尾会員と 2025 年 4 月開催の関西万博説明会に 

行ってきました。また報告します！！ 

山本(友)会員       グエンさん、本日よろしくね。 

水本会員        日本シリーズ ハラハラ ドキドキ おもしろい！！ 

村田会員        遅くなりましたが 誕生祝のお礼 

黒川会員        克子さんは、阪大を受診しました。 

 

■□■□■□■国際奉仕フォーラム■□■□■□■ 

米山奨学委員会                          藤田 芳浩委員長 

本日は、フォーラムです。「2022年 4月～2024年 3月 米山奨学生 グエン キム フン」様に 

日本に来てからの様々新しい経験やこれからも日本に住まわれ就職し活躍していかれるとの事

ですので、これからの希望・目標などのお話をお願いしています。 

時間は充分ありますので、宜しくお願い致します。 

 

『米山奨学生としての経験と今後の展望』 米山奨学生グエン キム フンさん 

皆さん、こんにちは。私はグエンです。今日は、米山奨学生としての経験と今後の展望について 

お話しさせていただきます。 

米山奨学生として、自分の人生で初めて体験したことが多く増えていきました。人生で初めてこ

んなに多くの若者と一緒にリーダーシップの育成、面白いチームビルディングに参加し、楽しい

出会いもありました。そして、ロータリーイベントに参加し、みなさんからインスピレーション

を受けました。 

ウクライナの戦争で日本人若者のボランティアを目の前にして直接的なことを見ていたら、 

「若者だからこそ、考えるより、すぐ行動して」その考えは強い熱意に燃えていました。 

Rotary の活動やロータリアンたちが世界変動で世界平和に貢献する活動を知り、さらに理解を

深めました。特に、千里メイプルの例会では、毎回出席して、私は日々自分自身を成長させてい

ます。千里メイプルでは偉いや成功した人たちの姿を見て、色々な社会的知識や意義深いストー

リーや新しい知識を身につけました。 

 



 

最初は何も知らないし、日本語がまだ下手で、人の前で発表する時恥ずかしかったのですが、 

こんなに自信満々で話せる様になったのは、ロータリアンやゲストや奨学生の同士たちから 

学んだからです。これらの経験は私の成長に大きく影響を及ぼしました。 

将来、米山奨学生としての経験を活かし、千里メイプルとのつながりを維持し続けたいです。 

人生で初めてのことをもっと体験したくて、みんなからインスピレーションを受けていきたいと 

思います。また、他の人にインスピレーションを与えるため国際人材としてのスキルを発展させ、 

国際社会を結ぶ橋渡しとなることを目指します。 

 

国際奉仕・ロータリー財団委員会                     水本 徹委員長 

 私が 2003 年に千里メイプル RC に入会して 20 年経ちました。 

入会当初より千里メイプル RC は 2660 地区においてロータリー財団・米山奨学会への一人頭の

寄付額が毎年トップクラスを誇っておられ、メジャードナー（＄10,000.以上寄付）達成者も 

５名（相原会員・黒川会員・高尾会員・水島会員・藤田会員）おられます。 

地区補助金については「ラオス保健衛生支援」や「東日本大震災支援」において活用しましたが、

ある事がキッカケで会員の皆様の財団寄付への意欲が一気に冷め現在は地区補助金を当てに 

せず独自に「ラオス基金」をスマイルボックスに増設し会員の皆様からのご支援で活動しており、

改めて感謝申し上げます。 

 

今年度も９月２日（土）財団セミナー・９月 16 日（土）国際奉仕委員長会議が開催され、 

財団セミナーでは寄付、特に恒久基金の必要性と地区補助金活用への条件と留意事項の説明が 

ありましたが、以前にも増して手続きが厳しくなってきている様に感じました。 

国際奉仕委員長会議では、奉仕プロジェクトの紹介がありましたが、補助金を利用した大きな 

プロジェクトではあるもののスポット感があり、長年継続している当クラブのラオス保健衛生 

支援や子供食堂「放課後 Kids」への支援の充実感を再認識しました。 

 

   

<本日のお料理＞ 

          


